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第
１
学
年
に
お
い
て
１
学
級
の
児

童
、
生
徒
の
数
を
39
人
と
し
て
編
制

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
東

京
都
市
教
育
長
会
を
通
じ
、
都
に
40

人
未
満
の
学
級
編
制
の
計
画
的
実
施

を
要
望
し
て
い
く
。

　

④
配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
関
係
機

関
と
の
連
携
が
進
ん
だ
と
の
報
告
を

受
け
て
お
り
、
来
年
度
は
改
め
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

①
権
限
委
譲
や
財
源
問
題
等

国
の
仕
組
み
づ
く
り
に
対
し
発
信
す

る
議
論
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

②
法
定
外
目
的
税
な
ど
の
検
討
は
。

議
員　

①
小
平
の
未
来
を
切
り
開
く

成
長
戦
略
は
。

　

②
農
・
工
・
商
の
諸
分
野
ご
と
に

普
通
に
頑
張
る
人
が
報
わ
れ
る
小
平

を
つ
く
る
方
策
は
。

　

③
小
・
中
一
貫
教
育
、
中
・
高
一

貫
教
育
導
入
に
向
け
た
検
討
は
。

　

④
花
小
金
井
南
中
学
校
の
地
域
開

放
型
体
育
館
を
市
制
施
行
50
周
年
事

業
と
し
て
建
設
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
第
三
次
長
期
総
合
計
画
の

事
業
を
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

町
が
発
展
を
遂
げ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
２
年
後
の
市
制
施
行
50
周
年

を
契
機
に
長
期
総
合
計
画
を
推
し
進

め
、
未
来
に
希
望
を
託
す
象
徴
的
な

事
業
も
計
画
し
た
い
。

　

②
農
業
者
や
小
平
商
工
会
、
各
商

店
会
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を

行
う
ほ
か
、
事
業
者
の
資
金
調
達
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
経
済
情
勢
を
見

据
え
て
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
見
直

し
、
経
営
の
安
定
化
が
図
れ
る
よ
う

に
支
援
し
た
い
。
ま
た
、
農
・
商
・

工
が
連
携
し
て
市
内
農
産
物
を
生
か

し
た
商
品
開
発
を
行
う
取
り
組
み
を

支
援
し
、
地
産
地
消
や
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
て
市
内
産
業
全
体
の

活
性
化
を
図
り
た
い
。

教
育
長　

③
小
・
中
連
携
教
育
へ
の

研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は

導
入
を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。

　

④
体
育
館
の
建
設
は
隣
接
す
る
開

発
事
業
と
の
関
連
性
が
強
い
た
め
、

市
制
施
行
50
周
年
事
業
と
は
別
に
検

討
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

①
副
市
長
２
人
制
の
廃
止
は
。

　

②
３
市
共
同
資
源
化
事
業
の
積
極

的
な
推
進
は
。

　

③
少
人
数
学
級
の
実
施
は
。

　

④
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
市
単
独
配
置
は
。

市
長　

①
課
題
に
迅
速
か
つ
機
敏
に

対
応
す
る
た
め
、
今
後
も
条
例
上
の

体
制
で
い
き
た
い
。

　

②
資
源
化
を
進
め
る
上
で
３
市
に

と
っ
て
必
要
な
事
業
と
認
識
し
て
お

り
、
現
段
階
で
は
計
画
に
基
づ
き
事

業
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

教
育
長　

③
学
級
編
制
の
権
限
が
都

に
あ
る
こ
と
か
ら
基
準
に
従
っ
て
い

る
が
、
本
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
の

完
了
予
定
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
は
小
平
市
民
等
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
た
。

議
員　

①
行
政
と
自
治
会
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
。

　

②
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

③
市
単
独
で
行
う
場
合
と
近
隣
市

と
で
行
う
場
合
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。

市
長　

①
昨
年
度
は
自
治
会
役
員
の

方
々
か
ら
直
接
要
望
を
聞
く
自
治
会

懇
談
会
等
を
設
け
た
。
今
後
も
こ
う

し
た
機
会
を
用
い
て
自
治
会
へ
の
支

援
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

　

②
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
や
震
災

対
策
用
井
戸
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た

防
災
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
て
き
た
。

今
後
は
住
民
へ
の
速
や
か
な
周
知
の

た
め
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
準
備
や
震
災
に
強
い
小
平
の
実
現

に
向
け
た
施
策
を
進
め
る
。

　

③
市
単
独
で
行
う
場
合
は
地
域
に

合
っ
た
生
活
交
通
を
地
域
と
の
協
働

で
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
近

隣
市
と
の
相
互
乗
り
入
れ
や
共
同
運

行
等
は
ま
ず
民
間
の
バ
ス
事
業
者
に

新
規
路
線
を
要
請
し
、
共
同
事
業
に

つ
い
て
は
経
費
負
担
等
を
考
慮
し
な

が
ら
研
究
す
る
。

議
員　

①
雇
用
、
中
小
企
業
の
活
性

化
、
が
ん
予
防
等
に
対
す
る
施
策
は
。

　

②
市
が
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体

に
な
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

市
長　

①
雇
用
対
策
は
国
や
都
の
就

労
機
関
と
の
連
携
や
国
の
緊
急
雇
用

策
を
活
用
。
中
小
企
業
の
活
性
化
は

各
商
店
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援
、

業
種
組
合
等
に
よ
る
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
開
発
等
の
取
り
組
み
や

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
見
直
し
に
よ

る
支
援
な
ど
。
が
ん
な
ど
の
予
防
施

策
は
大
腸
が
ん
検
診
と
特
定
健
康
診

査
等
と
の
同
時
実
施
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
公
費
助

成
を
開
始
す
る
。

　

②
市
税
収
入
の
減
少
が
原
因
で
交

付
団
体
と
な
っ
た
が
、
全
国
的
に
も

約
95
％
が
交
付
団
体
で
地
方
団
体
の

来
年
度
予
算
の
展
望
と

重
点
課
題
に
つ
い
て
問
う

議
員　

①
来
年
度
の
予
算
編
成
に
市

民
参
加
は
ど
う
取
り
込
ま
れ
る
か
。

　

②
地
方
交
付
税
交
付
金
を
活
用
し

独
自
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

③
市
民
協
働
と
民
間
活
力
導
入
に

関
す
る
事
業
は
何
か
。

市
長　

①
世
論
調
査
、
市
議
会
各
会

派
等
か
ら
の
予
算
要
望
、
計
画
策
定

の
際
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
通
じ
て
市
民
意

こ
れ
か
ら
の
市
政
及
び
教
育
行
政
の

展
開
の
方
向
に
つ
い
て

市
民
に
希
望
と
活
力
を

与

え

る

予

算

編

成

を

命

を

守

る

施

策

の

さ

ら

な

る

充

実

を

平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る

諸
課
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

地
域
主
権
は
自
治
体
か
ら
の

発
信
と
実
態
づ
く
り
を

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
に

対
す
る
現
状
と
今
後
の
姿
勢
を
問
う

政

和

会

政

和

会

宮
寺
賢
一
議
員

市
議
会
公
明
党

市
議
会
公
明
党
浅
倉
成
樹
議
員

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
佐
藤
　
充
議
員

議
員　

市
長
選
挙
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
が
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
の

拡
充
は
昨
年
４
月
１
日
か
ら
14
回
分

の
受
診
票
を
交
付
し
て
い
る
。
小
学

１
・
２
年
生
へ
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置
は
１
年
生
に
全

校
配
置
し
、
来
年
度
は
２
年
生
に
配

置
す
る
予
定
で
あ
る
。
障
害
者
の
職

場
の
拡
大
は
障
害
者
就
労
・
生
活
支

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

２

の

進

捗

状

況

に
つ
い

て

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
斎
藤
貴
亮
議
員

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
苗
村
洋
子
議
員

見
の
反
映
を
図
っ
て
い
く
。　

　

②
平
成
24
年
度
の
市
制
施
行
50
周

年
、
25
年
度
の
国
民
体
育
大
会
開
催

に
財
源
を
配
分
し
た
い
。

　

③
市
民
協
働
の
推
進
と
し
て
は
、

い
き
い
き
協
働
事
業
提
案
制
度
に
事

業
評
価
も
含
め
て
取
り
組
む
。
民
間

活
力
の
導
入
で
は
、
本
年
度
実
施
し

た
小
平
市
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
提
案

制
度
で
提
案
が
あ
り
、
選
考
審
査
会

で
採
択
さ
れ
た
も
の
を
予
算
計
上
し

て
い
く
ほ
か
、
二
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ

へ
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

議
員　

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
小
学
校
区
に
１
か
所

ず
つ
設
置
で
き
な
い
か
。

　

②
認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
導
入
に
対
す
る
見
解
は
。

　

③
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

ク
ー
ポ
ン
の
評
価
と
今
後
の
計
画
は
。

市
長　

①
当
面
は
今
期
の
計
画
目
標

数
の
実
現
に
努
め
て
い
く
が
、
次
期

計
画
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
も
確
認
し
な

が
ら
方
向
性
を
考
え
た
い
。

　

②
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解

の
普
及
の
た
め
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
に
努
め
る
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
地
域
の

家
族
会
等
と
連
携
す
る
中
で
対
応
す

る
。
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
導
入
は
高
齢
者
が
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
備
し
、
生
き
が
い
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
を
図
る
た

め
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

③
受
診
者
の
増
加
や
受
診
率
の
向

上
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
る
。
事

業
は
対
象
年
齢
が
一
巡
す
る
５
年
間

は
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

援
セ
ン
タ
ー
の
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
増
員
し
た
ほ
か
障
害
者

施
設
製
品
販
売
促
進
事
業
等
を
開
始

し
た
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
併
設

は
、
居
宅
介
護
事
業
所
と
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
の
併
設
で
本
年
１
事
業

者
が
開
設
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
た
め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
は
昨
年
か
ら
民
間
事
業
者

で
の
事
業
を
開
始
し
た
。
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
昨
年
新
小
平
駅
が
完

了
し
、
本
年
度
末
に
は
鷹
の
台
駅
が

市
長　

①
市
の
体
制
整
備
の
観
点
か

ら
都
と
連
携
し
て
国
に
要
請
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
東
京
都

市
長
会
な
ど
で
は
本
年
６
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
地
域
主
権
戦
略
大
綱
等

を
受
け
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

　

②
今
後
、
経
済
情
勢
を
考
慮
し
、

地
域
特
性
に
根
差
し
た
財
源
確
保
策

に
つ
い
て
、
税
の
み
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
広
い
視
点
に
立
ち
市
民
の

意
見
等
も
踏
ま
え
研
究
し
た
い
。

議
員　

宣
言
に
向
け
計
画
し
実
行
す

る
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

宣
言
は
ご
み
量
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
・
事
業
者
の
協
力
を

得
て
、
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
市
民
・
事
業
者
自
ら
が
ご
み
を
な

く
し
て
い
く
と
い
う
自
発
的
な
機
運

の
高
ま
り
を
浸
透
さ
せ
、
宣
言
の
形

を
と
ら
ず
と
も
実
質
的
に
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
達
成
を
目
指
す
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

議
員　

福
祉
と
医
療
の
連
携
に
つ
い

て
今
後
の
展
望
は
。

市
長　

高
齢
者
の
増
加
や
障
害
者
の

地
域
生
活
へ
の
移
行
が
進
む
と
地
域

で
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
が

ふ
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
市
民
の
日

常
生
活
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
が
一
層

重
要
に
な
る
た
め
国
等
の
検
討
状
況

な
ど
も
注
視
し
、
地
域
で
医
療
や
福

祉
に
か
か
わ
る
多
く
の
職
種
が
協
働

し
連
携
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

財
政
状
況
が
悪
化
し
た
と
認
識
し
て

い
る
。
交
付
税
は
依
存
財
源
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
一
方
、
限
ら
れ
た
財
源
で
必

要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
こ
た
え
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

①
改
革
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

　

②
民
営
化
へ
の
認
識
は
。

市
長　

①
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性

と
自
立
性
を
高
め
、
地
域
の
こ
と
は

地
域
の
住
民
が
責
任
を
も
っ
て
決
め

る
こ
と
に
よ
り
、
個
性
豊
か
で
活
気

に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る

も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

②
業
務
の
性
質
や
従
前
の
市
の
執

行
体
制
を
踏
ま
え
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ

活
用
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
か
を
精
査
す
る

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ゼ

ロ
・
ウ

ェ

イ

ス

ト

宣

言

を

め

ざ

そ

う

地

域

生

活

を

支

え

る

福

祉

施

策

を

国
の
地
域
主
権
改
革
と

こ
れ
か
ら
の
市
政
に
つ
い
て

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問
　代表質問とは、市政全般について各会派（無
会派を除く）の代表者が行う質問をいいます。
　本市議会では年に1回、9月定例会2日目に行
っています。質問時間は会派の所属議員数に
応じて決まっており、市長または教育長が答弁
します。
　今回は５会派から11件の質問があり、紙面に
は質問とその答弁の要旨を掲載しました。


